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1． 導入 の意義

　我が国 の 産業構造の 急激か つ 広範囲な変革は ，北海道経

済を支え て きた資源型産業に深刻な影響を 与えて お り，道

内 外 の 地 域間格差 が一
層 拡 大 す る な ど，北海道 は依然 と し

て 厳 しい 環境 の 下 に あ る 。

　 こ の よ うな状況 の 中で ，北海道の 自立 的発展 を促 し多極

分散型国土 の 形成を図 る た め，新千歳空 港 を基 軸 と した 諸

プ ロ ジ ェ ク トの 総合的展開 が進 め られ て い る 。 そ の な か に

あ っ て 超電導磁気浮上式鉄道 の 導入 は，地域経済の 活性化

と自立化へ の 起爆材と して 最重要課題 に 位置付けられ て い

る 。

　札幌〜新千歳空港聞 に超電導磁気浮上式鉄道を建設す る

こ とに よ り， 以下 の よ うな効果が期待で き る 。

　 P　所要時間 の 大幅 な短縮 に よ り， 新千歳空港 ア ク セ ス

　　機能の 整備充実を図 る こ とが で き る 。 ま た，超電導磁

　　気浮上式鉄道 との 機能分担 に よ り， 在来千歳線 の 使命

　　 で あ る都市問輸送 お よび札幌都市圏輸送な どの 機能拡

　　充 を 図 る こ と が で き る。

　 亘〉 未来型交通機関の 運行 は，観光資源 とし て道内 へ の

　　入 り込 み客の 増加 に資す る ばか りで なく，最先端 の ア

　　ク セ ス 手 段 を有す る新千 歳 空 港 は世界的 に イ メ ージ が

　　向上 し ， 国際交流が一
層活発 とな る 。

　 血） 超電導，極低温 ，
エ レ ク トロ ニ ク ス 等の ハ イ テ ク 技

　　術を活用 し た 先端技術産業 の 展開が期待 で き ， 本道 の

　　産業構造 の 高度化 を促進す る こ とが で きる 。

　 iv） 超電 導磁気浮上式鉄道 の 建設投資 に よ り各種産業部

　　門 の 需要 が誘発され ， 北海道 の 基幹産業に 大 きな イ ン

　　パ ク トを 与 え る こ と とな る 。

　 vl 我 が 国が 独 自に開発 して きた超電導磁 気浮上式 鉄 道

　　 の 早期実用化 は ， 技術 立 国 と して そ の 優位性 を世界 に

　　示す こ とが で き，さ らに積雪寒冷地 で の 苛酷な条件に

　　 お け る 走行実績 に よ り世界各国へ の 技術輸出 が 可能 と

　　 な る な ど，国益上大変重要 な意義を持 っ て い る e

2。　 開 発 状 況

　東海道新幹線の 開業を前に した 昭和37年， 国鉄技術陣は

早 くも新幹線 の 次世代を担 う超高速鉄道 の 検討を 開始 し て

い た 。 鉄道と航空機と の 間で 空白域 とな っ て い る 速度 500

kmfh を目標 と し ， 従来型鉄道 の 車輪と レ
ー

ル との 粘着方

式 で は 不可能 な領域 で ある こ とか ら，様々 な シ ス テ ム に つ

い て 検討 の 結果 ， 超電導磁石を用 い た磁気浮 上 式 リニ ァ モ

ー
タ
ー

カ
ーが 最適 で あ る との 結論 に 達 し，超電導磁気浮上

式鉄道 が 誕 生す る こ と と な っ た。

　鉄道技術研究所内で の 基礎実験 を経 て ，昭和52年 に 宮崎

に 実験線が建設 され，昭 和 54年 12月 に は最高速度 517km ！

h を記録 し，
500km ！h 以上 で の 超高速浮上走行が 可能で

あ る こ とが実証され た 。 昭和57年か ら有人走行試験が開始

され ， 昭和62年 に は 将来 の 営業用車両 の 原形 とな る プ ロ ト

タ イ プ車両 MLU 　OO2が完成 し ， 大勢 の 試乗者が快適な 高

速浮上走行 を体験 して い る 。こ れ ま で の 実験成果 に よ り，

基礎的な技術 は ほ ぼ完成 の 域 に 達 し て い る と言 わ れ て い る。

　今後実用化に向 け て，安定走行や耐久性能等 の 確認 の た

め の 長期連続走行試験を行 う必要 が あ り，また全体 シ ス テ

ム と して の 技術開発 を進 め る た め に ， 延 長 40〜50km の 新

実験線が必 要 とな っ て い る 。 運輸省で は ， 実用化を促進す

る た め 63年度〜元年度の 2 か年で 技術開発 の 進 め方等 に っ

い て 調査 ， 検討を行 うと と もに ， 新実験線の 建設 に関す る

検討 も行 うこ と と し て い る 。

3．　 建設計画 の 概要

＊
北海 道 リニアモ

ー
タ
ーカー検討委員会事務局長代 理

September ，1989

　3．1 設備概要

　札幌駅 と新千歳空 港旅客 タ
ー

ミ ナ ル を結 ぶ，延 長 約 45

km の 超電導磁気浮上 式鉄道を建設す る も の で あ る 。

　超高速走行す る た め 到達時分 が短 い の で ， シ ャ トル 運行

す る こ と に よ り単線鉄道 で 十分 な輸送力 の 確保 が 可能で あ

る。列車間合 の 短縮 を図る た め ， 両端駅 で は ホーム 両側に

2 線配 置 し交互 発着を行 う。

　札幌〜新千歳空港問 に お い て
， 単線 シ ャ トル 運行を行 う

た め に必 要な主要設備の 概要 は 次 の よ うで ある 。

　 i＞ 札幌駅 ： JR札幌駅 に併 設

　　高架駅，1 面 2 線
一

島式 ホ ーム

　 li｝ 新千歳空港駅 ： 空港旅客 ターミナ ル に乗 り入れ

　　地 下 駅， 1面 2 線
一

島式 ホ
ーム

　 m） 中間構造物 ： 単線高架構造 （高架橋 ， 橋梁）

　　空港付近等，一
部は トン ネ ル

　 iv） そ の 他 ：地上 コ イ ル 敷設延長約 45　km，変電所 （電
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考え られ る 。

　 i） 設計最高速度

　 且） 線路規格 ： 最小 曲線半径，最急勾配等

　 i） 構造物諸元 ： 設訐荷重 ， 建築限界等

　 iv） 車両諸元 ： 車両寸法， 定員等

　3．3 事業主体

　（1） 建設 ・保有主体

　　力変換装置 ） 1 箇所，車 両基地 1 箇所等

　 3．2　線路規格等

　路線 の 設定や構造物 の 設計等を実施す る に は ， 線路規格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 札 幌 駅
お よ び構造基準等 が 定 ま っ て い な け れ ば な らな い が ， こ れ

ら諸基準に つ い て は，技術開発 の 動向を見定 め な が ら決定

して い くこ と とな る。必要な主な基準等と して次 の 事項が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 新千歳空港駅

　超電導磁気浮上式鉄道 の 建設 は，北海道 お よび札幌市等

関係 自治体 な らび に 道内外 の 民間企業等 が出資す る 第 3 セ

ク ターが行 い
， 財産 を保有 し，管理す る もの と想定して い

る。

　  　列車運 行 主体

　輸送業務 は ， JR 北海道が第 3 セ ク タ
ーか ら超電導磁気

浮上式鉄道 の 所要設備
一

式を借 り受け，在来鉄道 と連繋 し

た
一

体的運営 を行 うこ と が望 ま し い と考 え て い る 。

4．　 列車運行計画 の概要

　最高速度500km ！h の 超高速走行に よ り， 現在， 在来線

特急 で 約 30分 を要 して い る札幌〜新千歳空港間を ， 約 8分

で 結 ぶ 構想 で ある 。 3 編成 の 列車 が交 互 に シ ャ トル 運行す

る こ とに よ り，片道 1 時間当た り3 本 の 列車頻度が確保で

ぎ，列車間合 は20分間隔 の 発着 とな る。

　列車運行 ダイ ヤ の イ メ
ージ を図

一1 に 示す。

　新千歳空港と道内各地 との 鉄道 に よ る ア ク セ ス 輸送体系

は，超電導磁気浮上式鉄道 と在来鉄道 との 連絡 を考慮 し て，

次の よ うに考え て い る 。

　 i） 札幌方面 ：超電導磁気浮上式鉄道に よ る直接連絡

　 O　小樽，旭川方面 ： 札幌駅にお い て ，超電導磁気浮上

　　式鉄道 と在来鉄道 との 接続連絡

　 血） 室蘭，帯広方面 ： 在来鉄道に よ る現千歳空港駅 で の

　　接続連絡

　想定輸送量 は，新千歳空港利用客 の うち札幌地区および

札幌以遠 （小樽方面，滝川 ・旭川方面等） の 旅客 を対象 と

して，営業開 始時点 で 1 日当た り 15000 〜20　OOO 人程度 と

予想され る 。 こ れ によ り，列車編成長は 3 〜4 両 が必 要で

あ る。

　参考 に ， 千歳空港 を利用 す る航空機旅客 お よ び JR 千歳

空港駅乗降客 の 実績を図
一2 に 示 す 。
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図一1　列車運 行パ ターン
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図
一2 千歳空港利用客の 推移

5． 実現 に向けて

　未来の 超高速交通 シ ス テ ム と言 わ れ て い た超電導磁気浮

上式鉄道は ， 技術開発 が進展し ， 実用化が間近 とな っ て い

る 。 札幌〜新千歳空港 間は ， 短距離 シ ス テ ム の 実用化路線

と して 以下 の よ うな条件が整 っ て い る最適の 区間で あ る 。

　 i） 札幌〜新千歳空港間約 45km の 路線延長は ， 列車の

　　制御 に 適切 な距離 で あ る 。

　 it） 超高速走行に必要 な直線に近 い 路線設定が容易で あ

　　り， また用地取得 が比較的容易 で 安価 で ある 。

　 血） 千歳空港 を利用す る 航空機旅客 は 既 に年間 1000 万

　　人 を越えて お り，人 口 160 万 人 を有す る 札幌市 と結ぶ

　　超電導磁気浮上式鉄道 に は，多数 の 利用客 が見込 まれ

　 　 る。

　iv） 積雪 寒冷下 で の 走行確 認 に よ り，我 が 国 が世界 に 誇

　　る最先端技術 の 確立が達成で き る。

　札幌〜新千歳空港間 の 超電導磁気浮上式鉄道建設 は 北海

道 の 発展 に計 り知 れ な い 効果 が 期待 で き，早 期実現 に 向 け

て道民
一丸 とな っ て推進して い る と こ ろ で あ る。

　建設着手 に 至 る ま で に は ， 今後の 技術開発 の 動向を見定

め な が らさ らに検討 を深 め て い かね ばな らな い が，関係各

位の ご理解 とご指導 を賜 わ り， 実現に向け て努力して い き

た い 。

土 と基 礎， 37− 9 （380）
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